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第３節　　　算　　　数

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考え方
　学習指導要領算数科の目標を踏まえて作成する。目標は次のとおりである。
　

　指導計画の作成に当たっては、算数科の目標の意義や意味を正しく捉え、三つの柱の資質・能力
を、相互に関連させながら全体として育成できるように配慮する必要がある。以下、目標で示して
いることを捉えやすくするために、最初の１文を三つに分けて示す。
⑴　「数学的な見方・考え方を働かせ」について
　 　算数科における「数学的な見方・考え方」とは、「事象を数量や図形及びそれらの関係などに
着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発展的に考えること」と整理することが
できる。「数学的な見方・考え方」は、三つの柱の資質・能力の全てに働くものである。
⑵　「数学的活動を通して」について
　 　数学的活動とは、事象を数理的に捉えて、算数の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解
決する過程を遂行することである。数学的活動においては、単に問題を解決することのみならず、
問題解決の結果や過程を振り返って、得られた結果を捉え直したり、新たな問題を見いだしたり
して、統合的・発展的に考察を進めていくことが大切である。
⑶　「数学的に考える資質・能力を育成すること」について
　 「数学的に考える資質・能力」とは、算数科の教科目標に示された三つの柱で整理された算数・
数学教育で育成を目指す力のことである。これらの資質・能力は、「数学的な見方・考え方」を
働かせた数学的活動によって育成されるもので、算数の学習はもとより、他教科等の学習や日常
生活等での問題解決に生きて働くものである。
２　指導計画作成の一般的な手順
⑴　学習指導要領及び本編成要領を踏まえる
　ア 　算数科の目標を理解する。その際、目標の背景になる改善のねらいなども十分に踏まえると
ともに、幼児教育、中学校との関連についても配慮する必要がある。

　イ 　各学年の目標及び内容を理解する。各学年の目標は、指導の中心的なねらいを示している。
各学年の内容を４領域「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｃ変化と関数」「Ｄデータの活用」
に分けて示しているのは、内容の系統性や発展性を分かりやすくするためである。

　ウ 　指導内容の系統や関連、数学的活動を分析する。数学的活動を通して、身に付けさせたい基
礎的・基本的な知識及び技能、数学的な思考力・判断力・表現力等を明確にし、児童の実態に
応じられるよう具体的に指導内容の系統や領域間の関連などを捉えて配列する。

⑵　児童や地域、学校の実態を把握する
　ア 　個々の児童及び学年・学級の実態を把握する。その際、全国学力・学習状況調査、埼玉県
学力・学習状況調査等の結果の分析を踏まえ、児童一人一人の学力の伸びの状況や学校の課
題を明らかにする。

　イ 　地域や保護者の教育への関心や期待等の実態を把握する。
　ウ 　学校の施設・設備、教材・教具の整備状況等の実態を把握する。

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。
⑴ 　数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに，日常の
事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。
⑵ 　日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力，基礎的・基本的な数量
や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。
⑶ 　数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き，学習を振り返ってよりよく問題解決しようと
する態度，算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。
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⑶　教科書等の研究と教材開発を図る
　ア 　学習指導要領解説算数編から、指導内容の意図やそれを扱う上での配慮事項、数学的活動
などについて研究する。また、教科書から、内容の配列、素材の取り上げ方、教材化していく
手順、学習活動の構成、数学的活動の事例、時間配当などについて研究する。

　イ 　数学的活動が有効的に機能する場面を明らかにし、児童の学習状況にも配慮して適切に位置付
ける。その際、問題発見・解決の過程を意識した学習の積極的な展開と数学的活動の充実の面か
ら指導方法を研究する。

　ウ 　教科書や日常の事象等からの素材等を基にして、教師の創意工夫による教材開発に努める。
⑷　適切な指導計画を作成する
　ア 　年間指導計画（本編成要領　第２「２　年間指導計画例」参照）
　　 　上記 (1) ～ (3) の調査研究等を基に、基礎的・基本的事項及び重点内容を明確にし、単元の
設定、指導目標、配列、時間配当、数学的活動等を１単位時間の弾力的な取り扱いなども含め
て検討して、年間指導計画を作成する。

　イ　単元別指導計画（本編成要領　第２「３　単元別指導計画例」参照）
　　 　年間指導計画を基に、単元ごとにその構成、目標設定、評価規準、内容配列、時間配当、数
学的活動などを具体的に定める。

　ウ　１単位時間の指導計画
　　 　単元の指導計画を基に、学習内容を明らかにし、課題の工夫、児童の思考の筋道の予想、教
具やコンピュータなどの活用、数学的活動の充実、発問・助言や学習形態の工夫、自力解決の
場の設定、効果的な板書の計画、評価の計画及び方法の工夫、個に応じた手立ての工夫など
を配慮して、1単位時間の指導計画を作成する。

　エ　指導と評価の計画
　　 　単元ごとに毎時間の目標とそれに基づいた観点別学習状況の評価基準を明確にし、評価時期、
方法を具体化した指導と評価の計画を作成する。

⑸　評価し、指導計画を改善する
　　指導の成果を絶えず評価し、指導計画を見直し、その改善・充実を図る。
３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　　学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行
　うこと。その際、児童の学習負担や心理面にも配慮することが必要である。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、数学的活
動を通して、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、数学的な見
方・考え方を働かせながら、日常の事象を数理的に捉え、算数の問題を見いだし、問題を自立的、
協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習の充実を図ること。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　社会生活など様々な場面において、数量や図形などについての知識・技能を基に課題解決した
り、必要なデータを収集して分析し、その傾向を踏まえて課題を解決したり意志決定をしたりす
ることが重要である。算数科においては、育成を目指す資質・能力を踏まえた上で、他教科等に
おける指導との関連付けを図りながら、幅広い学習や生活の場面で活用できる力を育むことが重
要であると考えられる。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点
　 　算数科として、学習内容をどのように学び、どのような資質・能力を身に付けられるようにす
るのかを教育課程において明確にしながら、社会との連携及び協働によりその実現を図っていく。
例えば、プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための学習活動を行う際に、
地域の人材を活用することで、資質・能力の向上に取り組むことが考えられる。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　算数科の目標にある「日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力」の育
成は、道徳的な判断力の育成にも資するものである。また、算数で学んだことを生活や学習に活
用しようとする態度」の育成は、工夫して生活や学習をしようとする態度の育成にも資するもの
である。算数科の年間指導計画の作成などに際しては、道徳教育の全体計画との関連、指導の内
容及び時期等に配慮し、両者が相互に効果を高め合うようにすることが大切である。
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第２　指導計画作成のための資料
１　領域別指導内容系統表　○は指導内容を、下線は移行された内容や主な新設の内容を示している。
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○は指導内容を、下線は移行された内容や新規の内容を示している。

2y xa=
2y xa=

2y xa=
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－資料の見方、使い方－

　ここでは、各学校で年間指導計画等を作成する際の有効な資料となる「１　領域別指導内容系統
表」「２　年間指導計画例」「３　単元別指導計画例」の見方、使い方を示す。

１　「領域別指導内容系統表」について（編Ｐ64～Ｐ66）
　 　この系統表は、学習指導要領の内容を、中学校の内容も含め、系統的に見ることができるように領
域別にまとめたものである。内容は全て網羅されているが、表現においては、簡略化し示したところ
もある。内容の配列については指導の順序を示すものではない。
　 　この表から内容相互の主たる系統や関連を読み取ることができる。教材研究を通して、関連のある
教材を貫く数学的な見方・考え方、原理などの教材の本質を明らかにし、指導に当たることが望まれる。
　 　例えば、表により、第２学年の「２位数までの加法、その逆の減法、簡単な場合の３位数などの加
法、減法」の学習は、第１学年の「２位数、簡単な３位数」と「１位数の加法とその逆の減法、簡単
な２位数などの加法、減法」が主な既習となり、第３学年の「３位数、４位数の加法、減法」へ発展
することが分かる。特に数の見方、考え方に関わる「十や百を単位として数の大きさをみる」ことや
計算の原理である「位ごとのまとまりに着目し、計算の仕方を筋道立てて考える」ことは、これらの
学習に貫かれた教材の本質と言える。年間指導計画や単元別指導計画の作成、さらには、授業を計
画する際の、教材の関連等についての研究資料として十分に活用されたい。
　 　なお、中学校から高等学校への内容の系統についても示しているので小学校と中学校のつながり、
さらには、高等学校へのつながりについても内容の系統を把握し指導されたい。

２　「年間指導計画例」について（編Ｐ68～Ｐ70）
　 　年間指導計画の一例であり、作成に当たっては、各学校の指導の重点、児童の実態等を考慮する
必要がある。ここでは、「第１　指導計画の作成」に基づき、第１学年、第３学年及び第５学年の例を
示した。小学校学習指導要領解説（算数編）を基にして「目標」を示し、「単元」を配列し、「内容」、
「数学的活動」を示した。作成に当たっては、次の点に配慮した。
　

３　「単元別指導計画例」について（編Ｐ71～Ｐ73）
　 　年間指導計画は１年間の指導の見通しを明らかにするものであるが、実際の指導に当たっては、よ
り詳細な指導計画が必要である。これが単元別指導計画である。ここでは、第２学年、第４学年及び
第６学年でそれぞれ一つの単元を取り上げ、より具体的に例を示した。この「単元別指導計画例」に
示す「学習内容」、「数学的活動」、「指導上の留意点」は、「年間指導計画例」の「目標」、「内容」の
具体を示した。作成に当たっては、次の点に配慮した。
　

○単元の配列について
　・４領域に時期的な偏りが生じないようバランスを考慮した。
　・ 各学年の内容の系統性や相互の関連をとらえた適切な指導計画作成のため、「１　領域別指導
内容系統表」に基づいて学習指導が進められるようにした。

　・知識及び技能の習熟及び維持を図るために、指導時数に余裕をもち、習熟の機会を設けた。
　・各単元の指導時数は、およその目安として示した。
○数学的活動について
　・ 学習指導要領に示されている各学年の「数学的活動」を基に、言語活動や体験活動を重視し、
各単元に一つ程度の数学的活動を示した。

　・ ここで示している数学的活動は、あくまでも例示であり、単元に一つの数学的活動では十分で
はない。基本的には、習熟や適用以外の授業に数学的活動を取り入れることが望ましい。

○「項目」 ・・・・・・・・・・・・・ 小単元を示した。
○「学習内容」 ・・・・・・・・・・・  目標に照らして学習する内容の要点を示した。およその

目安として単元の時数（学習内容の時数）を示した。
○「数学的活動」 ・・・・・・・・・・  「学習内容」の中で、児童が目的意識をもって主体的に

取り組む算数に関わりのある活動の例を示した。
○「指導上の留意点 ・・・・・・・・・ 学習内容の定着を図るために必要な留意点を示した。
 本時で学習する用語・記号を示した。
  Ｐ63「３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項」

の⑴～⑸の視点を示した。
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２　年間指導計画例　

⑴　第１学年　（　）内は指導時数
【目標】
⑴ 　数の概念とその表し方及び計算の意味を理解し，量，図形及び数量の関係についての理解の基礎となる経験を重ね，数量や図形
についての感覚を豊かにするとともに，加法及び減法の計算をしたり，形を構成したり，身の回りにある量の大きさを比べたり，
簡単な絵や図などに表したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。
⑵ 　ものの数に着目し，具体物や図などを用いて数の数え方や計算の仕方を考える力，ものの形に着目して特徴を捉えたり，具体的
な操作を通して形の構成について考えたりする力，身の回りにあるものの特徴を量に着目して捉え，量の大きさの比べ方を考える
力，データの個数に着目して身の回りの事象の特徴を捉える力などを養う。
⑶ 　数量や図形に親しみ，算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぶ態度を養う。

算数的活動から数学的活動へ変更

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□
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⑵　第３学年　（　）内は指導時数
【目標】
⑴ 　数の表し方，整数の計算の意味と性質，小数及び分数の意味と表し方，基本的な図形の概念，量の概念，棒グラフなどについて
理解し，数量や図形についての感覚を豊かにするとともに，整数などの計算をしたり，図形を構成したり，長さや重さなどを測定
したり，表やグラフに表したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。
⑵ 　数とその表現や数量の関係に着目し，必要に応じて具体物や図などを用いて数の表し方や計算の仕方などを考察する力，平面図
形の特徴を図形を構成する要素に着目して捉えたり，身の回りの事象を図形の性質から考察したりする力，身の回りにあるものの
特徴を量に着目して捉え，量の単位を用いて的確に表現する力，身の回りの事象をデータの特徴に着目して捉え，簡潔に表現した
り適切に判断したりする力などを養う。
⑶ 　数量や図形に進んで関わり，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようと
する態度を養う。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □
□

□

□

□

□
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⑶　第５学年　（　）内は指導時数
【目標】
⑴ 　整数の性質，分数の意味，小数と分数の計算の意味，面積の公式，図形の意味と性質，図形の体積，速さ，割合，帯グラフなど
について理解するとともに，小数や分数の計算をしたり，図形の性質を調べたり，図形の面積や体積を求めたり，表やグラフに表
したりすることなどについての技能を身に付けるようにする。
⑵ 　数とその表現や計算の意味に着目し，目的に合った表現方法を用いて数の性質や計算の仕方などを考察する力，図形を構成する
要素や図形間の関係などに着目し，図形の性質や図形の計量について考察する力，伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目
し，変化や対応の特徴を見いだして，二つの数量の関係を表や式を用いて考察する力，目的に応じてデータを収集し，データの特
徴や傾向に着目して表やグラフに的確に表現し，それらを用いて問題解決したり，解決の過程や結果を多面的に捉え考察したりす
る力などを養う。
⑶ 　数学的に表現・処理したことを振り返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付
き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。

□

□

□
□

□

□

□

□

□

□
□

□

□

□

□

□

□

□
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３　単元別指導計画例
　⑴　第２学年　「３けたの数」（13時間扱い）
〈目標〉略
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⑵　第４学年　「垂直・平行と四角形」（16時間扱い）
〈目標〉略
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⑶　第６学年　「データの分析と活用」（12時間扱い）
〈目標〉略

※１単位時間の指導計画について
　単元の計画を基に、学習内容を明らかにし、課題の工夫、児童の思考の筋道の予想、教具やコン
ピュータなどの活用、数学的活動の工夫、発問・助言や学習形態の工夫、自力解決の場の設定、効果的
な板書の計画、評価の計画及び方法の充実、個に応じた手立ての工夫などを配慮して、1単位時間の指
導計画を作成する。


